
島
根
原
発
２
号
機
の
再
稼
働
に

際
し
て
、
松
江
市
住
民
投
票
条
例

制
定
を
求
め
る
市
民
団
体
「
ど
う

す
る
島
根
原
発
？
み
ん
な
で
決
め

る
松
江
の
会
」
が
、
11
月
28
日
松

江
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
署
名

運
動
の
ス
タ
ー
ト
を
切
る
キ
ッ
ク

オ
フ
集
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

集
会
で
は
冒
頭
に
元
湖
西
市
長

で
脱
原
発
を
め
ざ
す
首
長
会
議
世

話
人
の
三
上
元
氏
が
「
ワ
ク
ワ
ク
！

民
主
主
義
の
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
！

び
っ
く
り
す
る
ほ
ど
の
署
名
を
集

め
よ
う
」
と
題
し
て
講
演
。
日
本

国
内
及
び
ス
イ
ス
、
ド
イ
ツ
、
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
諸
国
で
の
住
民
投
票

の
歴
史
を
紹
介
し
な
が
ら
、
「
住

民
の
自
治
に
よ
る
活
動
の
中
で
も

と
り
わ
け
エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
な
も

の
が
、
住
民
投
票
の
運
動
で
あ
る
。

新
潟
県
巻
町
で
は
、
様
々
な
困

難
に
合
い
な
が
ら
も
自
主
管
理
投

票
と
い
う
形
で
住
民
投
票
が
実
現

し
、
そ
の
後
も
議
会
の
総
意
を
揺

さ
ぶ
る
結
果
を
生
ん
だ
。
コ
ツ
コ

ツ
と
受
任
者
を
増
や
し
、
署
名
の

輪
を
拡
げ
て
い
く
こ
と
が
秘
訣
で

あ
る
。
」
と
語
り
、
憲
法
第
95
条

を
踏
ま
え
て
の
活
動
と
し
て
捉
え

る
視
点
を
指
摘
し
ま
し
た
。

賛
成
・
反
対
・
保
留
の
三
択
に

続
い
て
岡
崎
由
美
子
（
弁
護
士
）

共
同
代
表
か
ら
条
例
案
の
骨
子
に

つ
い
て
説
明
。
条
例
案
で
は
、
投

票
は
18
歳
以
上
の
住
民
で
、
再
稼

働
に
賛
成
・
反
対
・
保
留
の
三
択

で
行
う
こ
と
。
有
効
投
票
総
数
の

過
半
数
と
な
っ
た
意
見
が
投
票
資

格
者
総
数
の
四
分
の
一
以
上
に
達

し
た
場
合
は
、
投
票
結
果
は
尊
重

さ
れ
、
市
の
判
断
に
反
映
さ
れ
る

こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

署
名
期
間
は
12
月
26
日
ま
で

リ
レ
ー
ト
ー
ク
で
は
新
日
本
婦

人
の
会
松
江
支
部
の
村
穂
江
利
子

さ
ん
が
、
署
名
運
動
に
先
駆
け
て

Ｊ
Ａ
店
舗
前
で
行
っ
た
シ
ー
ル
投

票
に
つ
い
て
発
言
。
続
い
て
松
江

保
健
生
協
の
原
健
二
さ
ん
が
松
江

生
協
病
院
と
松
江
保
健
生
協
が
一

体
と
な
っ
て
こ
の
運
動
に
取
り
組

む
決
意
を
表
明
。
横
浜
市
で
「
み

ん
な
で
決
め
よ
う
国
民
投
票
の
会
」

の
運
動
に
取
り
組
む
男
性
は

「
受
任
者
増
や
し
が
署
名
運

動
成
功
の
カ
ギ
。
署
名
し
て

く
れ
た
人
に
は
す
べ
て
受
任

者
に
な
っ
て
と
お
願
い
し
よ

う
」
と
発
言
。

グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ
生
協
島

根
吉
田
理
事
長
と
、
音
楽
家

の
浜
田
真
理
子
さ
ん
か
ら
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
が
紹
介
さ
れ
ま

し
た
。
会
の
共
同
代
表
は
岡

崎
由
美
子
弁
護
士
、
水
野
彰

子
弁
護
士
、
秋
重
幸
邦
島
根

大
学
前
副
学
長
の
三
氏
が
務

め
ま
す
。
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11
月
27
日
し
ま
ね
地
域
自
治
研

究
所
は
、
島
根
原
発
の
再
稼
働
に

向
け
て
の
動
き
が
加
速
し
て
い
る

中
、
“
え
ね
み
ら
・
と
っ
と
り

（
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
未
来
を
考
え
る

会
）
”
山
中
幸
子
さ
ん
を
講
師
に

「
住
民
目
線
か
ら
島
根
原
発
再
稼

働
を
考
え
る
」
と
題
し
た
地
域
自

治
講
座
を
開
き
ま
し
た
。

山
中
氏
は
、
福
島
第
一
原
発
の

事
故
後
、
“
逃
げ
ら
れ
な
か
っ
た

要
支
援
者
”
が
多
く
い
た
と
し
て
、

２
０
１
３
年
か
ら
聞
取
り
や
ア
ン

ケ
ー
ト
に
よ
る
実
態
調
査
を
行
い

そ
の
結
果
を
も
と
に
鳥
取
県
に
避

難
計
画
に
つ
い
て
何
度
も
申
入
れ

し
て
き
ま
し
た
。

昨
今
、
避
難
し
な
い
避
難
計
画

「
屋
内
退
避
」
が
重
視
さ
れ
る
よ

う
に
な
り
、
今
年
の
９
月
か
ら
鳥

取
県
内
の
高
齢
者
・
障
が
い
者
入

所
ま
た
は
通
所
施
設
１
１
３
か
所

に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
し
、
屋
内

退
避
中
の
必
要
な
ス
タ
ッ
フ
の
確

保
に
不
安
が
あ
る
と
結
果
を
紹
介
。

通
所
施
設
、
入
所
施
設
と
も
、
屋

内
退
避
中
は
ス
タ
ッ
フ
も
被
災
者

で
あ
り
、
補
充
や
交
替
も
不
可
能

で
あ
り
屋
内
退
避
は
非
現
実
的
。

地
域
防
災
計
画
の
な
か
に
屋
内
退

避
の
計
画
が
な
い
な
ど
問
題
点
を

指
摘
し
ま
し
た
。

島
根
原
発
は
５
キ
ロ
圏
内
に
要

支
援
者
が
１
７
５
７
人
も
い
ま
す
。

屋
内
退
避
を
重
視
す
る
避
難
計
画

で
は
、
本
来
の
目
的
で
あ
る
「
住

民
の
生
命
・
身
体
・
財
産
の
保
護
」

が
果
た
せ
な
い
と
も
の
と
な
っ
て

い
る
、
災
害
弱
者
の
立
場
で
考
え

よ
う
と
力
説
し
ま
し
た
。

(1)

原発再稼働の是非いそぐな

リレートークでシール投票の
とりくみを報告する参加者

島
根
原
発
住
民
投
票
キ
ッ
ク
オ
フ
！

もっと住民の声を
条例求める運動はじまる

地
域
自
治
講
座

「
住
民
目
線
か
ら
島
根
原
発
再
稼
働
を
考
え
る
」

田
中
は
じ
め
議
員
（
６
日
）

１

市
長
の
政
治
姿
勢

～
憲
法
９
条
～

２

原
子
力
発
電

３

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策

４

米
価
下
落
対
策

５

田
和
山
遺
跡
保
存

た
ち
ば
な
ふ
み
議
員
（
８
日
）

１

島
根
原
発
２
号
機
再
稼
働

に
つ
い
て

２

女
性
の
健
康
と
権
利
、
生
理

の
貧
困
に
つ
い
て

３

農
業
を
支
え
る
人
材
を
増
や

す
施
策
に
つ
い
て

舟
木
け
ん
じ
議
員
（
８
日
）

１

学
校
教
育
～
不
登
校
支
援
～

２

市
民
生
活

～
ミ
シ
シ
ッ
ピ
ア
カ
ミ
ミ

ガ
メ
駆
除
へ
の
支
援
～

３

原
子
力
災
害
避
難
計
画

市
民
の
願
い
を
届
け
る
市
議
団
の
一
般
質
問

～
11
月
定
例
市
議
会
～

11
月
議
会
の
一
般
質
問
は
、
12
月
６
日
か
ら
８
日
ま
で
の
３
日
間
行
わ
れ
ま
し
た
。
市
議
団
は
以
下

の
項
目
で
質
問
に
立
ち
、
市
長
・
執
行
部
の
見
解
を
質
し
ま
し
た
。
９
月
議
会
か
ら
一
般
質
問
の
映
像

配
信
期
間
が
拡
充
さ
れ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
覧
い
た
だ
き
、
ご
意
見
・
ご
要
望
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

田中はじめ
市議会議員

たちばなふみ
市議会議員

舟木けんじ
市議会議員

講演する"えねみら･とっとり"山中幸子氏


